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の商談につなげる機会を設けるなど、シンガポール政府が戦略的にこれらの一連の流れを促

進させる仕掛けを随所に設けていることが分かりました。 

 もう一つ注目すべき点としては、参加都市の首長同士やシンガポール政府機関の幹部職員

との個別面談の場が設けられたり、シンガポールの先進政策に関する視察や関連会議への参

加などを通じて活発に情報収集や意見交換が行われたりしていたことです。自治体の政策を

国際社会に幅広く紹介できる機会であることはもちろんのこと、シンガポール政府や海外都

市の要人との関係を築く絶好の機会であることからも、この会議に参加することによって得

られる効果はきわめて大きいと考えます。次回は、2018 年７月８日から 12 日にかけて開

催予定とのことです。日本からもより多くの自治体が参加されることが期待されます。 

 

（小暮所長補佐 東京都派遣） 


